
生健会が市議会に陳情  

65歳以上の住民税非課税世帯にエアコンを 
 

北九州市が拒否している生健会の要望を 

福岡県が「国に要望する」と回答 

表は「しんぶん赤旗」より 
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コロナ禍の陰に隠れた今年の夏の「熱中症」。 

それでも、北九州市消防局によると、4 月 26日

～9 月 5 日までの熱中症による救急搬送者数は

257 人にものぼりました。65 歳以上の高齢者は

約半数を占め、入院を要する中等症は 6 割にも

なりました。 
 

本市が発行している「熱中症予防のポイント」

のトップには、熱中症予防のため「エアコンを利

用して暑さを避けましょう」と書かれています。 

でも、エアコンがない低所得世帯や、エアコン

があっても電気代の工面ができずに熱中症の危

険にさらされている市民が沢山います。 
 

そこで生健会は、9月市議会に「65 歳以上の住

民税非課税世帯に対する、エアコン設置費用と

電気代助成制度の創設を求める陳情」を提出し

ました。 

 

    維新・片山虎之助 共同代表が 
"月 6万円で基礎年金や生活保護を廃止” 

生健会福岡県連合会が福岡県と生活保護について交渉し

た中で、福岡県は「国に対して“改善・見直し”を要望して

いる」として、次の内容を示しました。 

①冷房器具の支給要件を拡大する。 

②共益費を住宅扶助として支給する。 

③葬祭扶助の基準額を引上げる。 

④中古の軽自動車などの保有を認める。 

など、切実なものばかりです。 
 

しかし、北九州市は、「国に対して、ものをいう立場にな

い」との、冷たい対応を続けています。 

「国民に 1 人 6 万円の ベー

シックインカム(最低所得保障

制度)を保障する。それに伴い、

生活保護や 児童手当、基礎年

金等を廃止する」と日本維新の

会の片山虎之助共同代表が東

京新聞のインタビューで語り

ました。 
 

維新は衆院選の公約原案と

して、「ベーシインカム」の導

入を打ち出しています。 
 

ベーシックインカムは、生活

を維持できる金額であれば評

価できる場合もありますが、今

回の「維新案」は“所得の再分

配”（社会保障を充実させるこ

とで、所得の格差を是正する）

の機能を破壊し、生存権や社会

保障向上の国の義務を定めた

憲法 25 条をないがしろにする

ものです。 
 

ベーシックインカムについ

ては、本紙の昨年 11 月号にも

掲載しましたが、竹中平蔵氏な

ど、国民に「自助」を押し付け

ようとする新自由主義的勢力

が盛んに主張しています。 
 

自民・公明は、右表のように、

社会保障費を削り続けていま

す。国民には踏んだり蹴ったり

の政治を変えましょう。 

■安倍・菅政権の９年間で社会保障費を 

           ５兆 9640 億円以上削減 

「扶養照会しないで  」と、初めて申請しました 
「兄弟に生活保護を知られると、親戚付き合いができない」 

小倉生健会に「兄弟に生活保護申請を知

られたくない」との相談が寄せられ自宅に

行って話を伺うと、「兄弟は昔かたぎの性格

で、知られると法事などの親戚付き合いが

できなくなる」とのことでした。 
 

先月号で報告した生活保護申請時の「扶

養照会申し出書」を、今回はじめて使って

「兄弟への扶養照会をしないで下さい」と

の申請をしました（右のチェックシート）。 
 

「申し出書」では厚労省の通知にある“概 

ね70歳以

上”の兄

姉 3 人が

該当する

こと。 
 

60 代の

弟は“10

年以上音

信不通”

で、独身 

審議は 10月下旬ごろです。市議会を傍聴

してみませんか。（裏面に陳情全文を掲載） 

で障害者。年金とアルバイトで

生活が苦しく“仕送りが期待で

きない者”として「扶養照会を

しないで」と申請し、「扶養照

会」は行われませんでした。 
 

初めての取り組みでしたが

何とかお役に立つことができ

ました。 
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【趣旨】  

北九州市消防局救急部救急課によると、本

年 4月 26日から 9月 5 日までの熱中症による

救急搬送者数は 257 人で、その内、65 歳以上

の高齢者は約半数を占める 132 人にものぼり

ます。しかも、屋内での搬送者数は 65％、入

院を要する中等症は 6 割にもなります。搬送

時間帯は 12 時から 23 時までの午後が 7 割に

もなります。このように、本市の熱中症の多く

が高齢者であり、発症場所も屋内で時間帯は

午後から真夜中に多く、入院を要する中等症

も 6 割を超えるなど極めて深刻です。 

 

本市が発行しているチラシ「熱中症予防の

ポイント」のトップには「暑さを避けましょう」

と呼びかけられています。具体的には「エアコ

ンを利用するなど部屋の温度を調整。エアコ

ンの温度設定をこまめに調整。暑い日や時間

帯は無理をしない。室温 28°C を目安にエア

コンや扇風機を使いましょう」と書かれてい

ます。 

全国と比較しても気温が高い本市で、熱中

症予防のため「エアコンを利用して暑さを避

けましょう」と言われても、エアコンがない低

所得世帯や、エアコンがあっても、電気代の工

面ができずに熱中症の危険にさらされている

市民が沢山います。 

 

 高齢者率が政令市の中で最も高い本市です

が、所得が少ない高齢者にとっては一層深刻

です。本市での 65 歳の一人暮らしの生活保護

費は 73，590円です。借家の場合は 29，000 円

の住宅扶助費が加わって 102，590 円です。と

ころが、生活保護を利用できる世帯の中で、生

活保護を利用している人の割合である捕捉率

は 2 割といわれており、生活保護を利用して

いない世帯は、生活保護利用世帯の 4 倍もい

ると推測されます。家賃が 29，000 円以下の借

家の多くは二階建てのアパートなどで、昼間

は 40℃を越えることも多く、夜になっても気

温は下がりま

せん。これが

本市における

多くの高齢の

低所得世帯の

実態です。 

 

 このような

状況の中で、

多くの自治体

が住民税非課

税世帯の65歳

以上の市民を

対象に、エア

コンの設置費

用を負担し助

成 し て い ま

す。名古屋市

は、今年 4 月、

7 万 1 千円を

上限に65歳以

上の住民税非

課税世帯、生

活保護利用者

世帯などにエ

ア コ ン の 購

入・設置費を

補助する制度

を創設しまし

た。しかも、対

象には、エア

コンが故障し

て冷風が出な

い世帯も含ま

れており、病

院や施設からの

退院、退所者も

対象にするなど

の気配りがされ

ています。更に、設置事業者を募集し、市内 90

社の一覧表が公表されています。事業者には、

イオンやヨドバシカメラなど大手量販店もあ

りますが、街の電気屋さんが並び、地元業者へ

の支援にもなっています。 

 

ついては、下記の通り陳情します。 

【陳情項目】 

１，本市においても、65 歳以上の住民税非課

税世帯へのエアコン購入と設置制度を創設し

てください。 

２，夏季における低所得・高齢者の熱中症予防

のため、7～9 月の期間、月額 3000 円のエ

アコン電気代助成を行ってください。 

「小倉タイムス」で、生健会の市議会陳情を大きく取り上げていただきました。 

「小倉タイムス」を読めば北九州のことがよくわかります。3 回/月発行されています。半年 5000 円（郵送料含む）です。 

購読申し込み：福岡県北九州市小倉北区田町 12-15 大明ビル 3F TEL:093-953-6061 メール：kokuratimes@spice.ocn.ne.jp 


